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	平成３０年度
	小・中・義・高・特（小・中）
	２４１２


家庭科実技講習会（小・中・義・高・特　家庭）
～家庭科の基礎的な実技の指導力を身に付けよう～

１　ねらい　
小学校，中学校及び義務教育学校並びに高等学校，特別支援学校（小・中学部）の家庭科において，教科指導の基礎的な内容及び，教科指導の上で必要な実技指導に関する研修を行い，小中高の各内容，各項目の指導が系統的に行えるよう指導の改善・充実を図る。
２　対象及び定員　
　　小学校，中学校及び義務教育学校並びに高等学校，特別支援学校（小・中学部）の家庭科を担当し，実技の向上を図りたいという希望のある教員（講師を含む）。（定員１５人）
３　日　時・会場

　　　Ｇ１：岐阜・西濃地区　平成３０年８月１日（水）　
登龍中学校　安八町大野３３３　　　　

　　　Ｇ２：可茂・東濃地区　平成３０年８月３日（金）
瑞浪高等学校　瑞浪市土岐町７９４２　　　　　
　　　Ｇ３：美濃・飛騨地区：平成３０年７月３１日（火）　
飛騨高山高等学校　高山市下岡本町２０００－３０　
４　当日持参資料  〇印は必ず持参　△は関係する校種のみ持参
　　　　　　△小学校学習指導要領解説　家庭編（平成２０年８月　文部科学省）【現行】

　　　　　　△小学校学習指導要領解説　家庭編（平成２９年６月　文部科学省）

　　　　　　△中学校学習指導要領解説　家庭編（平成２０年９月　文部科学省）【現行】

　　　　　　△中学校学習指導要領解説　家庭編（平成２９年６月　文部科学省）
　　　　　　△高等学校学習指導要領解説　家庭編（平成２１年１２月　文部科学省）【現行】

　　　　　　△高等学校学習指導要領解説　家庭編（平成３０年●月　文部科学省）
　　　　　　△小学校・中学校・高等学校家庭科教科書（学校で使用しているもの）
△実験を記録するカメラ（持参してもよい）
　　　　　　□エプロン，三角巾，マスク，ふきん等，飲料水（水分補給のため）

□調理費及び被服実習費（●●円）を持参ください。

            □上靴またはスリッパ
□裁縫道具
５　日程と内容
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	Ｇ１
8/1
（水）
Ｇ２
8/3
（金）
Ｇ３
7/31
（火）
	９：３０

１０：００
	【オリエンテーション】
・講座の目的，趣旨，日程説明，自己紹介等

・家庭科の指導で大切にしたいこと

・実験実習のポイントについて
	講座担当者

・学校支援課　
小・中学校家庭科担当
・教育研修課　
高校家庭科担当

	
	１０：００

１２：００
	【実技実習１】「調理の基礎・基本」
・小学校：「ごはんと味噌汁」の実習

【実技講習２】

・中学校：「蒸す」を用いた調理
	講座担当者

・学校支援課
小・中学校家庭科担当


	
	１２：００

１３：３０
	試食及び片付け，休憩
	

	
	１３：３０

１５：３０
	【実技講習３】「基礎縫いの基礎・基本」
・実技検定（４級）内容の実習を通して、手縫い、ミシン縫いの技能を高める。


	講座担当者

・教育研修課高校家庭科担当

講師

・高等学校専門科及び家庭科
教員
Ｇ１：学校支援課指導主事

（高校家庭科担当者予定）
Ｇ２：鈴木　美穂教諭

Ｇ３：野上　聖子教諭
　　　西本　由希子教諭

	
	１５：３０
１６：００
	【研修のまとめ】
・小・中・高（家庭科）の系統性について
・明日からの実践に役立つまとめの作成
	講座担当者


□備　考
・「実技講習１」及び「実技講習２」で使用する材料は，主催者で用意します。

・材料費を当日いただくことになります。ご了承ください。

・昼食は，「実技講習１」で調理したご飯・味噌汁等を試食します。

・暑い時期ですので軽装でお越しいただくとともに，水分補給等についても，各自で準備をお願いします。・欠席，遅刻，早退等の手続きは，総合教育センターＨＰ上の「研修・講座に申し込む」→「欠席・遅刻・早退届」を参照の上，所定の様式にて届け出てください。

・総合教育センターの研修者用駐車場は限られています。公共交通機関の利用に御協力願います。

・利用可能日を確認の上，臨時駐車場の利用に御協力願います。

・この講座についての問い合わせや急な遅刻・欠席等の場合は，以下に連絡してください。

電話　０５８－２７１－３４５６（教育研修課　専門研修係）
平成３０年度新規講座のここが売り！





・小学校，中学校及び義務教育学校並びに高等学校（普通科），特別支援学校（小・中学部）の家庭科の基礎的な実技（調理・被服製作）に関して，実習を通して学ぶことができます。


・小学校，中学校及び高等学校の系統性について学ぶことができます。








